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 要  旨  
プラズマディスプレイ(PDP)は駆動電圧が高く、そのため他のディスプレイに比べて、
回路コストの占める割合が高い。特に、ライン数の多いアドレス電極の印加電圧は回路
コストに大きく影響する。これまでに、アドレス電圧を低減するため、自己消去放電を
消去アドレス放電に利用する駆動方式が提案されている。この方法で、アドレス電圧を
低減するには、壁電荷蓄積パルス電圧 Vpriming を高くし、より多くの壁電荷を蓄積すれば
よいが、多すぎるとアドレス電極を 0V とした非消去セルにおいても、強い自己消去放電
が発生して誤動作となる問題があった。そこで本研究では、壁電荷蓄積パルスと自己消
去放電からなる消去アドレス方式に、フローティングパルスを利用する駆動方式を考案
した。本方式の場合、非消去セルに対しては、アドレス電圧をフローティングにして強い
自己消去放電の発生を防ぐため、Vpriming をより高くでき、消去セルに印加するアドレス
電圧を低くすることができる。  
第 1 章では、ディスプレイの現状、PDP の現状、本研究の目的について述べた。  
第 2 章では、PDP の発光原理、駆動方式について述べた。  
第 3 章では、実験装置、実験に用いたテストパネルについて述べた。対角 4 インチ、
放電セルサイズ 1.08×0.36mm、封入ガス Ne+3.5%Xe 圧力 67kPa(500Torr)、ストライプリ
ブ構造の 3 電極面放電型緑色 AC-PDP のテストパネルを使用し、新アドレス方式の実験
を行った。  
第 4 章では、各種アドレス電圧に対する自己消去特性の測定について述べた。結果、
強い自己消去放電が発生する Vpriming は、Vdata が 7V では 180V であるのに対し、Vdata がフ
ローティングでは 225V となった。また、壁電荷蓄積パルス幅Wpriming によって、自己消去
放電遅れ Td や強い自己消去放電が発生する Vpriming が変化することがわかった。  
第 5 章では、本方式についての説明と本方式におけるアドレス周期、Vpriming マージン
に関する実験について述べた。結果、必要なアドレス周期は、Wpriming=4～50Ps では 0.99Ps、
Wpriming=100～400Ps では 1.32Ps、Wpriming=400～500Ps では 1.65Ps であることがわかった。
また、Wpriming を 4～400Ps、消去セルに対する Vdata を 0V としてアドレスする場合、10V
の Vpriming マージンを得ることができた。アドレス周期が 1.32Ps 以下となるようWpriming を
400Ps 以下としてグループ分割を設計すると、768 本(XGA)を走査する場合、必要なグル
ープ数は 3 となり、サブフィールド数を 15 としたときの発光デューティーは 70%となる。 
第 6 章では、新アドレス方式による階調表示の実験について述べた。4 走査ライン×80
放電セル全てが正しく 5 階調の表示ができる Vpriming マージンを測定した。結果、消去セ
ルを Vdata=7V とした場合  Vpriming マージンは 7.5V、Vdata=0V とした場合はマージンを得る
ことができなかった。  
第 7 章では結論を述べた。  
 
